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青少年問題の悩みなどお気軽に

言で

-

汀需

(日曜･祝日除く毎日午前s時~午後6時)
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本
市
で
は
、
現
在
二
十
一
世
紀
に
向
け
て
、
京
都
府
南
部
の
中
核
都
市
に
ふ
さ
わ

し
い
「
夢
と
ロ
マ
ン
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
「
宇
治
市
第
三
次
総
合
計
画
Ｌ
策
定

の
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、
そ
の
結
果
が
ま

と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
自
然
・
歴
史
・
文
化
」
に

　
今
回
の
市
民
意
識
調
査
は
、
今

年
の
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
、

二
十
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
の
中

か
ら
、
地
域
・
年
齢
・
性
別
な
ど
に

大
き
な
魅
力

偏
a
が
な
い
ぷ
つ
に
約
三
千
入
を

無
作
為
に
抽
出
し
、
郵
送
に
よ
り

実
施
を
し
た
も
の
で
、
回
収
率
は

四
四
・
八
％
で
し
た
。

　
調
査
結
果
の
主
な
内
容
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　
宇
治
市
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
「
衛

星
都
市
」
、
『
歴
史
・
文
化
に
恵
ま▲自然環境に恵まれ、歴史と文化の

　かおり、お茶は全国に誇り

● － 皿

れ
た
都
市
」
。
魅
力
に
つ
い
て
は
、

宇
治
市
の
恵
未
れ
た
「
自
然
・
歴

史
・
文
化
」
と
い
う
回
答
が
多
く

な
っ
て
い
未
了
。
ま
た
、
将
来
の

宇
治
市
に
つ
い
て
は
、
「
み
ど
ひ

豊
か
で
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
環

境
の
よ
い
住
宅
都
市
」
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が
っ
て
章
”

す
。

　
将
来
に
向
け
て
実
現
す
べ
き
課

題
と
し
て
は
、
「
公
共
下
水
道
の

整
備
」
が
ト
″
プ
で
、
「
自
然
環
境

の
保
全
」
、
「
自
然
・
歴
史
貧
用

し
た
ま
ち
づ
く
り
」
、
「
駅
前
再
開

発
・
商
店
街
整
備
」
と
続
い
て
い

未
了
。
産
業
に
つ
い
て
は
、
「
宇

治
茶
・
陶
芸
な
ど
の
地
場
産
業
の

問.現在の場所に住み続けたいと思うか？

　　　　　　　　　　　　　　(定住意向)

　900人
(65.6％)

W I φ

育
成
」
と
「
商
業
振
興
・
商
店
街
の

整
備
」
。
文
化
・
教
育
・
ス
ポ
ー
ツ

に
つ
い
て
は
、
「
美
術
館
・
博
物

館
・
図
書
館
」
と
「
ｆ
ｔ
近
な
ス
ポ
ー

ツ
広
場
の
整
備
」
。
高
齢
者
福
祉

に
つ
い
て
は
、
「
在
宅
福
祉
の
充

実
忿
賢
ｙ
の
と
し
た
全
般
的
な
対

策
」
が
主
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
「
宇
治
川
な
ど
の

親
水
空
間
の
形
成
」
、
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
道
路
・
緑
道
の
整
備
」
が

重
要
で
あ
る
と
い
う
内
容
に
な
っ

て
い
未
了
。

　
生
活
環
境
に
か
か
お
る
評
価
に

つ
い
て
は
、
個
々
の
内
容
に
よ
っ

21人
(1.5％)

105人
(7.8％)

不
　
　
明

そ
の
他

へ
移
り
た
い

市
内
の
他
場
所

た
い

市
外
へ
移
り

住い

み
続
け
た

▲熱心に見学するモニターの皆さん(東宇治浄化センターで)

て
地
域
差
が
あ
り
車
ふ
、
市
全

体
と
し
て
は
「
普
通
」
が
五
五
・
六

％
、
「
や
や
よ
い
」
が
二
三
・
三
％
、

「
非
常
に
ょ
い
」
が
二
・
七
％
あ
り
、

課
題
は
あ
る
も
の
の
ど
ち
ら
か
と

い
え
ば
全
体
的
に
は
「
住
み
ょ
い

ま
ち
」
と
い
之
評
価
を
う
け
て
ぃ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
定
住
意
識
に
つ
い
て
は
、
居
住

し
て
二
十
年
以
下
の
人
が
約
三
分

の
三
占
め
、
居
住
年
数
が
少
な

い
人
が
多
い
割
り
に
は
、
約
七
九

涯
の
人
が
「
宇
治
市
に
住
み
続
け

た
い
」
と
答
え
て
お
り
、
宇
治
市

に
愛
着
を
持
た
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　
地
域
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

「
積
極
的
に
参
加
す
る
人
」
は
三
・

七
％
と
非
常
に
少
な
く
、
「
積
極

的
に
は
参
加
し
な
い
」
、
「
ほ
と
ん

ど
参
加
し
な
い
」
人
欠
昌
せ
る

と
約
半
数
に
も
な
り
、
消
極
的
な

傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
Ｉ
形
成
の
う

ぇ
で
今
後
の
課
題
に
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
肩
来
人
口
に
つ
い
て
は
、
「
二

十
万
人
程
度
」
と
す
る
意
見
が
一

番
多
く
、
最
大
で
も
「
二
十
五
万

人
程
度
」
と
回
答
さ
れ
、
大
幅
な

人
口
増
加
は
望
ん
で
い
な
い
こ
と

が
ラ
か
が
え
毒
ｙ
。
ま
た
同
時
に
、

人
口
の
増
加
は
「
特
に
抑
制
す
べ

き
で
な
い
」
と
い
う
意
見
が
約
五

八
託
采
拓
て
ぃ
未
了
。

市政モニター施設見学会

”さわやか宇治”

折居清掃工場などを見学

　
去
る
十
一
月
二
十
二
日
困
、
市
政
モ

ニ
タ
ー
の
施
設
見
実
冪
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
市
の
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
市
政
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
ぐ
こ
と
か
白
的
に
昭
和
四
十
九
年

度
か
ら
実
施
。
今
年
で
十
六
回
目
と
な

り
毒
司

　
当
日
は
午
前
十
時
か
ら
、
東
宇
治
浄

化
セ
ン
タ
ー
・
折
居
清
掃
工
場
・
文
化

セ
ン
タ
ー
・
総
合
福
祉
会
館
の
四
ヵ
所

を
見
学
。
参
加
さ
れ
た
四
十
人
の
市
政

モ
ニ
タ
ー
の
皆
さ
ん
か
ら
は
「
近
代
的
・

合
理
的
な
設
備
に
感
激
し
た
」
、
「
今
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
部
分
が
よ
ぐ
分
か
り

よ
か
っ
た
」
、
「
市
民
の
快
適
な
暮
ら
し

を
守
る
た
め
、
日
夜
努
力
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
感
謝
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　市民第九合唱団は、お母さんたちを

中心に100人で構成。12月9

II、文化

センターでの熱唱をドキュメントで。

　市民参加の第九合唱団

　　～響け/歓喜の歌声～

12月23日（祝）午前10時から

15分間
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一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

７
議
案
を
審
議

沁
　
　
ど
Ｃ
と
メ
ｔ
メ
コ
！
。
。
Ｃ
　
。
、
一
ｔ
．
一
Ｊ
。
。
‘

に
度
石
会
計
補
正
予
Ｕ

・
示
三
号
）

　
宇
治
市
議
会
十
二
月
定
例
会
は
、

十
二
月
七
‐
か
ら
二
十
二
日
ま
で

の
、
十
六
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

て
い
ま
す
。
一
般
質
問
は
、
十
二

日
か
ら
千
四
日
の
三
日
間
が
予
定

さ
れ
て
い
ふ
子
。

　
こ
の
定
例
会
に
は
、
平
成
元
年

と
国
ぼ
事
業
会
計
・
水
道
事
業
会

計
の
補
正
予
算
案
、
条
例
改
正
三

件
、
一
股
一
件
の
計
七
議
案
が
提

出
さ
れ
て
い
ふ
子
。

　
　
一
般
会
計
の
補
正
予
４
額
は
四

千
八
百
二
十
五
万
四
千
円
で
、
補

正
吸
の
予
算
総
額
は
三
百
九
億
五

千
五
百
四
十
四
万
二
千
円
と
な
り

乖
ｙ
。
今
回
の
補
正
予
算
案
の
主

な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
〈
一
般
会
計
》

▽
㈹
五
ヶ
庄
北
集
会
所
等
用
地
購

　
入
費
に
六
千
三
百
四
十
万
四
千

　
円
。

▽
基
本
健
康
診
査
委
託
料
追
加
に

。
千
二
百
五
十
八
万
五
千
円
。

▽
畜
産
環
境
対
策
事
業
補
助
金
に

　
八
亘
〈
十
五
万
二
千
円
。

▽
井
川
排
水
機
場
除
塵
ス
ク
リ
ー

　
ン
修
理
費
に
三
百
五
十
万
円
。

▽
防
火
水
槽
新
設
費
に
九
百
八
十

　
万
円
。

▽
林
道
災
害
復
旧
費
に
二
百
土
八

　
万
五
千
円
。

　
〈
国
保
事
業
会
計
〉

▽
電
算
シ
ス
テ
ム
変
史
委
託
料
に

　
三
百
す
１
　
万
円
。

〈
水
道
事
業
会
計
〉

▽
給
水
管
移
設
工
事
・
路
面
復
旧

　
費
に
二
千
三
百
万
円
。

▽
受
託
工
事
費
に
千
八
百
万
円
。

　｢市内に住み続けたい｣が8割

市民意識調査の結果から

12月定例

市議会
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地
域
医
療
の
在
り
方
を
考
え
タ

　
　
　
　
　
　
ー
老
後
を
ど
う
生
き
る
か
Ｉ

　
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催

　
急
速
に
進
駐
『
齢
化
社
会
の
中

で
、
今
、
私
た
ち
は
地
域
社
会
に

根
差
し
た
医
療
と
福
祉
の
在
り
方

を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
日
ご
ろ
の
健
辰
っ
く
り
を

通
じ
て
の
予
防
と
自
己
の
健
康
管

理
が
、
強
く
求
め
ら
れ
て
ぃ
ま
罵

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
、
学
識
経
験

mm・‘ス四表（鸚箭収謡艶いす）

者
や
市
民
代
表
を
招
き
、
い
ろ
い

ろ
な
視
点
か
ら
府
議
す
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
去
乖
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
2
4
日
面
、
午
後

１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
文
化
セ

ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
▼
定
員
・
・
・
4
0
0
人

▼
コ
ー
デ
″
ネ
１
タ
ー
・
・
・
行
天
良

雄
さ
ん
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
）
▼
パ

　大久保コース｢ヘルパイ３号車』

停留晰 時間、

名　　木 12: 15

縁　ヶ　原12: 17

縁ヶ原［】12:IS

近鉄大久保12:22

J R新田駅 12:23

城南鳥校 12:25

神　　明 12: 26

城南荘 12:27

西　　町 12:28‘

総合庁舎 12: 30

宇治市役所12：31

琵琶台ロ 12::i2

折e台ロ 12:33

文化センター

小倉･伊勢田コース

　｢ヘルパイ２号車｣

停留所 時間

浮　　向 12: 15

r. 木北口 12: 16

内小　ａ 12: 17

北山住宅 12：川

小介住七 12: 20

近鉄小介 12: 22

小　　介 12: 23

蔭　　山 12: 24

宇治郵便局 12:25

ユニチカ 12: Z6

総合庁舎 12: 28

宇治市役所 12:29

IE '£f.ロ 12:30

折居t!口 12:31

文化センター

ネ
ラ
ー
…
樋
口
恵
子
さ
ん
（
東
京

家
政
大
学
教
授
・
評
論
家
）
、
徳
永

力
雄
さ
ん
（
関
西
医
科
大
学
教
授
）
、

塩
谷
敏
義
さ
ん
（
宇
治
久
世
医
師

会
会
長
）
、
二
宮
具
子
さ
ん
（
宇
治

市
民
生
児
童
委
員
）
、
中
野
真
爾

（
宇
治
市
助
役
）
。

　
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券

が
必
要
で
す
。
市
役
所
の
国
民
健

康
保
険
課
と
高
齢
者
福
祉
課
の
窓

口
、
各
公
民
館
、
西
小
倉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
″
セ
ン
タ
ー
、
総
合
福
祉
会

館
で
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
専
用
連
絡

バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
帰
路
も
、

終
了
後
（
午
後
四
時
十
五
分
ご
ろ
）

に
逆
コ
ー
ス
で
運
行
し
毒
ｙ
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
停
留
所
は
、

　東宇治コース

「ヘルパイ１号車」

停ill所 時間

幼僻l刺前 12:00(04‘

中　匯宅 12:01

御　蔵　山 12:02

内什宅 12:03

御　　園 12: 05

町　　並 12:06

御蔵山参道 12:07

木　　幡 12:08

木幡山子･町 12:09

南　木幡 12: 10

病　院前 12：11

黄　　梨 IZ：12

平野町 12: 13

黄奘公園 12: 14

二　番割 12：15

i/i 'JZ　台 12：16

n．I ･．り 12：17

森　　本 12：18

三　富　戸 12: 19

宇.it 中．庫 12:20

京阪宇治 12:21

宇冶trS西謡 12: 22

J K宇飛駅 12: 23

総合庁舎 12:25

宇lYirti役所12: 26

琵琶f.口 12: 27

折喘一tt口 12: 28

丈化センター

消
費
者

コ
ー
ナ
ー

　
高
校
や
大
学
の
受
験
時
期
が

迫
っ
て
き
ま
し
た
。
受
験
生
や

受
験
生
の
親
に
は
、
今
が
一
番

精
神
的
に
つ
ら
い
時
期
で
す
が
、

希
望
校
へ
の
入
学
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
受
験

生
や
親
の
気
持
ち
に
付
け
込
ん

だ
悪
質
な
商
法
の
被
害
に
あ
う

人
が
、
毎
年
こ
の
時
期
に
な
る

と
増
え
て
爆
ま
す
。

　
例
え
ば
、
訪
問
販
売
や
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
な
ど
で
「
家
庭

教
師
派
遣
の
契
約
を
し
た
が
、

高
額
な
学
習
教
材
だ
け
を
買
わ

さ
れ
、
家
庭
教
師
が
果
て
ぐ
れ

な
い
」
と
い
う
よ
う
な
苦
情
が

目
立
っ
て
い
未
了
。
ま
た
、
「
個

　
こ
れ
ら
は
、
受
験
指
導
な
ど

を
シ
た
っ
て
、
参
考
書
な
ど
の

学
習
教
材
金
冗
り
つ
け
る
商
法

に
よ
る
苦
情
で
す
。

　
契
約
内
容
を

　
　
十
分
チ
ェ
ッ
ク

　
家
庭
教
師
や
塾
な
ど
の
サ
ー

京
阪
宇
治
交
通
の
バ
ス
停
と
同
じ

で
す
。
　
　
（
国
民
健
康
保
険
課
）

お
知

ら
せ

　
　
お
せ
ち
料
理
講
習
会

　
▼
と
き
・
：
1
2
月
2
2
日
廊
、
午
前

1
0
時
Ｉ
午
後
Ｌ
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
木

幡
公
民
館
▼
内
容
・
：
正
月
向
料
理

▼
指
導
…
料
理
教
室
講
師
・
寺
崎

ひ
ろ
子
さ
ん
▼
定
員
・
：
2
4
人
（
先

着
順
）
▼
教
材
費
・
・
・
千
八
百
円
▼

持
ち
物
・
：
筆
記
用
具
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
声
ん
、
持
ち
帰
り
用
容
器
▼

申
し
込
み
・
：
教
材
費
か
添
え
て
、

木
幡
公
民
館
（
豊
⑩
8
2
9
0
）

へ
。
　
　
　
　
（
木
幡
公
民
館
）

　
公
民
館
映
画
劇
場

　
▼
と
き
…
1
2
月
1
6
日
出
、
午
後

２
時
～
▼
と
こ
ろ
…
中
央
公
民
館

▼
入
場
料
・
：
無
料
▼
上
映
作
品
…

「
京
都
の
茶
」
、
「
京
菓
子
」
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
親
と
子
の
あ
そ
び
の
教
室

　
▼
と
き
・
内
容
・
：
①
２
年
１
月

1
6
日
脚
乙
簡
ビ
リ
ビ
リ
ほ
か
②

１
月
2
4
日
困
止

て
、
こ
ね
こ
ね
③
１
月
3
0
日
㈹
ａ

る
よ
シ
な
重
要
事
項
に
つ
い
て

は
、
契
約
書
に
記
載
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
て
い
ま

す
。

　
滋
売
の
条
件
と
な
る
と
’
戸

と
い
う
の
は
、
「
そ
の
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
が
な
け
れ
ば
、
消
費
者

が
商
品
を
購
入
し
な
い
」
と
判

家
庭
教
師
派
遣
の
契
約

　
実
は
学
習
教
材
の
販
売
だ
っ
た

別
指
導
夕
受
け
る
シ
ス
テ
ム
と

聞
い
て
入
会
し
た
の
に
、
実
際

は
十
数
人
の
グ
ル
ー
プ
学
習
だ

っ
た
」
と
か
「
説
明
で
は
、
契

約
金
額
に
塾
も
含
書
れ
る
と
思

っ
た
の
に
別
料
金
だ
っ
た
」
な

ど
の
例
も
あ
り
ま
す
。

ビ
ス
内
容
は
、
口
頭
の
説
明
で

は
間
違
い
が
生
じ
や
す
く
、
契

約
書
や
パ
ン
フ
レ
″
卜
の
表
示

が
頼
り
で
す
。

　
訪
問
販
売
等
に
関
す
る
法
律

や
割
賦
販
売
法
で
は
、
「
サ
ー

ビ
ス
が
商
品
販
売
の
条
件
と
な

断
さ
れ
る
場
合
を
い
い
ま
す
。

　
家
庭
教
師
が
契
約
内
容
に
含

素
れ
て
い
る
か
、
塾
の
内
容
が

口
頭
で
の
約
束
と
一
致
す
る
か

な
Ｉ
を
、
契
約
書
や
パ
ン
フ
レ

″
ト
で
十
分
チ
エ
″
ク
ト
蚤
し

講
演
と
映
画
の
つ
ど
い

　
　
　
　
素
敵
な
人
生
を
送
る
た
め
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

○
講
演
　
『
あ
な
た
失
敗
す
る
勇
気
が
あ
り
ま
す
か
』

　
講
師
　
美
里
美
寿
々
さ
ん
　
テ
レ
ビ
キ
ャ
ス
タ
ー

○
映
画
『
田
舎
の
日
曜
日
』

美里美寿々さん

2年1月20日(土)

午後1時～4時15分

文化センター小ホール

保
絹
入
場
無
料
（
整
理
券
が
必
要
）

　
整
理
券
は
市
役
所
玄
関
受
付
、
各
公
民
館
、
各
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、
中
央
図
書
館
、
西
小
倉
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
青
少
年
婦
人
課
に
あ
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
は
青
少
年
婦
人
課
（
豊
の
5
1
6
2
）
へ
。

体
を
つ
か
っ
て
、
い
ち
に
い
さ
ん

④
２
月
６
日
脚
＝
お
は
な
し
χ
か

せ
て
、
お
か
あ
さ
ん
ほ
か
。
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
中
央
公

民
館
▼
対
象
・
・
・
４
回
と
も
出
席
で

き
る
市
内
在
住
の
２
歳
上
厩
学
前

の
子
芦
七
と
そ
の
親
▼
定
員
・
：
親

子
2
0
組
（
抽
選
）
▼
お
や
つ
代
・
：
―

組
二
百
円
▼
指
導
・
・
・
中
央
公
民
館

保
母
▼
申
し
込
み
・
：
往
復
は
が
き

の
往
信
に
親
子
の
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
、
親
の
年
齢
、
子
の
生
年
月

日
を
記
入
し
、
復
信
の
あ
て
名
に

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
、
1
2
月

1
8
日
剛
必
着
で
中
央
公
民
館
（
〒

Ⅲ
折
居
台
１
丁
目
Ｉ
、
Ｓ
⑩
１
４

　
甘
い
言
葉
に
注
意

　
「
短
期
間
で
確
実
に
希
望
校

の
合
格
圏
へ
」
と
か
「
今
か
ら

で
も
十
分
間
に
合
う
」
な
ど
の

甘
い
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
惑
わ

さ
れ
ず
に
、
今
、
本
当
に
そ
れ

が
必
要
か
ど
シ
か
、
十
分
検
討

し
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
、
契
約
し
た
後
で
内
容

が
契
約
と
違
っ
た
り
、
だ
ま
さ

れ
た
と
気
付
い
た
時
は
、
市
の

消
費
生
活
相
談
室
（
自
治
振
興

課
内
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
訪

問
販
売
な
ど
に
よ
る
契
約
に
は
、

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
と
い
う
、

契
約
日
か
ら
八
日
間
は
無
条
件

で
解
約
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。
　
　
　
（
自
治
振
興
課
）

１
１
）
へ
。
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
消
防
設
備
士
試
験

　
▼
と
き
…
２
年
１
月
2
1
日
面
▼

と
こ
ろ
・
・
・
京
都
府
立
大
学
（
左
京

区
下
鴨
半
木
町
１
の
５
）
▼
願
書

と
講
習
会
要
綱
の
配
布
・
：
各
消
防

（
分
）
署
で
▼
願
書
受
け
付
け
…
1
2

月
1
8
日
側
1
2
2
日
廊
の
午
前
９
時

１
午
後
４
時
半
、
都
文
化
ビ
ル
デ

″
ン
グ
２
階
（
上
京
区
釜
座
通
り

丸
太
町
上
る
夷
川
町
3
8
0
の
２
）
▼

問
い
合
わ
せ
・
・
・
㈲
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
京
都
府
支
部
（
Ｓ
０
７

５
剛
3
9
4
5
）
へ
。
（
消
防
本
部
）

　
ク
リ
ス
マ
ス
ー
ミ
ニ
劇
場

　
▼
と
き
・
・
・
1
2
月
2
3
日
㈲
、
午
後

し
時
～
３
時
▼
と
こ
ろ
：
大
久
保

青
少
年
セ
ン
タ
ー
▼
内
容
・
：
影
絵

（
光
華
女
子
学
園
人
形
劇
ク
ラ
ブ
）

▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・

当
日
、
直
接
会
場
へ
．

　
　
（
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー
）

　
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
▼
と
き
.
.
.
C
M
月
2
3
日
㈲
、
午
後

６
時
半
～
８
時
半
▼
と
こ
ろ
…
中

央
公
民
館
▼
対
零
：
親
子
7
0
人

（
先
着
順
）
▼
費
用
・
：
三
百
円
▼
申

し
込
み
・
：
市
民
体
育
課
（
内
線
４

７
８
）
へ
電
話
で
▼
主
催
・
：
野
外

活
動
協
会
．
　
（
市
民
体
育
課
）

　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
〈
生
け
花
教
室
〉

　
▼
と
き
・
.
.
'
＾
^
月
2
4
日
㈲
、
午
後

１
時
半
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
総

合
福
祉
会
館
▼
対
象
…
市
内
在
住

の
視
覚
障
害
者
▼
指
導
・
：
都
禾
生

流
・
三
好
千
代
美
さ
ん
▼
内
容
・
：

お
正
月
の
花
▼
受
講
料
…
花
代
実

費
♀
五
百
円
ほ
ど
）
▼
持
ち
物
・
・
・

剣
山
、
は
さ
み
▼
申
し
込
み
・
：
1
2

月
1
8
日
側
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議

会
き
⑩
5
6
5
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
介
護
家
族
の
っ
ど
い
と

　
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
▼
と
き
・
：
Ｏ
介
護
家
族
の
つ
ど

い
９
２
年
１
月
2
6
日
公
Ｔ
３
月
７

日
出
に
３
回
Ｏ
ボ
ラ
ど
て
ア
養

成
講
座
＝
１
月
2
3
日
㈹
Ａ
月
1
7

日
出
に
６
回
（
週
１
回
）
▼
と
こ
ろ

・
・
・
城
陽
市
立
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
施

設
実
習
は
特
別
養
護
老
人
牛
‐
ム

梅
林
園
）
▼
費
用
・
・
・
無
料
▼
申
し

込
み
・
・
・
１
月
1
0
日
出
ま
で
に
宇
治

地
方
振
興
局
民
生
課
（
豊
⑤
2
1

0
2
）
へ
。
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

　
　
絵
画
作
文
を
募
集

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
と

　
絵
画
・
作
文
を
募
集

稿
用
紙
５
枚
以
内
。
い
ず
れ
も

住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・
学
年

夕
明
記
▼
入
賞
・
：
入
選
に
図
書

券
、
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
。

　
一
応
募
資
格
・
：
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人
。
絵
画
・
作
文

は
中
学
生
以
下
一
応
募
先
…
住

宅
課
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
）
へ
２

年
１
月
3
1
日
困
（
必
着
）
ま
で
に

一
入
選
発
表
・
：
３
月
ご
ろ
に
入

選
者
に
通
知
し
、
市
政
だ
よ
り

な
ど
で
Ｉ
そ
の
他
・
：
著
作
権
、

版
権
は
市
に
帰
属
。
作
品
は
返

却
し
ま
せ
ん
一
間
い
合
わ
せ
・
：

住
宅
課
（
内
線
３
７
５
）
へ
。
。

　
な
お
、
昨
年
募
集
の
「
い
え
」

の
絵
画
・
作
文
の
入
選
作
品
集

を
無
料
で
配
布
中
。
ご
希
望
の

人
は
住
宅
課
へ
。
（
住
宅
課
）

　
平
成
二
年
一
月
か
ら
、
母
子

家
庭
へ
の
福
祉
Ｅ
療
費
支
給
制

度
が
套
ぢ
、
母
親
の
対
象
枠

が
拡
大
洽
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
小
学
校
終
了

ま
で
の
子
分
を
扶
養
す
る
母

親
だ
け
で
な
く
、
十
八
歳
に
な

っ
た
日
以
後
最
初
の
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
子
ぐ
趾
迩
養
す

る
母
親
も
、
対
象
と
な
り
ま
ず

（
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
）
。

　
こ
れ
は
、
母
子
家
庭
の
暮
ら

し
の
大
黒
柱
で
あ
る
母
親
か
ら

不
時
の
医
療
費
負
担
を
な
ぐ
し
、

に
テ
と
も
に
早
期
受
診
・
早
期

治
療
・
早
期
治
癒
の
奨
夢
確

保
し
、
健
康
で
健
や
か
な
家
庭

の
維
持
と
に
子
家
庭
の
自
立
に

役
立
て
る
た
め
で
す
。

　
今
回
の
制
度
改
正
で
対
象
と

な
る
お
母
さ
ん
は
、
健
康
保
険

証
と
印
鑑
を
持
っ
て
、
十
二
月

中
に
高
齢
者
福
祉
課
医
療
係

（
内
線
３
２
６
）
へ
申
請
欠

　
　
　
　
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

1058

無
火
災
で
過
ご
そ
う

　
　
　
　

年
末
年
始

１
２
月
２
０
日
か
ら
火
災
予
防
運
動

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
半
月
余
り
。

こ
れ
か
ら
は
、
師
走
の
あ
わ
た
だ

し
さ
に
加
え
、
寒
さ
れ
禾
格
化
し
、

火
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
り
毒
男

忙
し
さ
に
追
わ
れ
、
つ
い
「
う
っ

か
り
」
の
火
事
を
出
さ
な
い
ふ
つ
、

火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　
消
防
本
部
で
は
、
十
二
月
二
十

日
出
か
旦
月
十
日
困
ま
で
「
無

火
災
で
過
ご
そ
ラ
年
末
年
始
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
火
災
予
防
運
動

を
展
開
し
ホ
ｙ
。
市
民
一
人
ひ
と

り
が
火
災
予
防
聚
心
掛
け
、
火
災

か
４
　
ハ
切
な
生
命
や
慰
曼
寺
り

ま
し
ょ
う
。

　
家
庭
で
も
、
出
る
前
・
寝
る
前

に
は
、
火
の
元
の
点
検
と
「
火
の

用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
そ
ひ

実
行
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
〈
火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
〉

　
①
寝
た
ば
こ
や
た
ぱ
こ
の
投
げ

捨
て
を
し
な
い
②
子
戸
石
に
は
マ

″
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

③
風
の
強
い
と
き
は
た
き
火
を
し

な
い
④
天
ぷ
ら
か
揚
げ
る
と
き
は

そ
の
場
か
離
れ
な
い
⑤
家
の
書
幻

り
に
燃
え
や
す
い
も
の
か
置
か
な

い
⑤
風
呂
の
空
だ
き
を
し
な
い
⑦

ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も
の

名
指
け
な
い
。
　
（
消
防
本
部
）

確かめましょう最低賃金

　最低賃金は常雇・パートなど、全労働者に適

用され、使用者がこれを保障しないと処罰の対

象となります。下の最低賃金(10月4日改正)が

守られているか確かめましょう。

最低賃金(府南部地域)：日額4,057円、時間額508円

し
尿
・
ゴ
ミ
収
集
日
程
の
お
知
ら
せ

　母子家庭福祉医療制度

お母さんの対象枠を拡大

　18歳までの子どもを扶養する母親に

一
　
市
で
は
、
地
域
型
優
良
住
宅
　
稿
用
紙
５
枚
以
内
。
い
ざ

７

Ｈ
ｏ
Ｐ
Ｅ
庄
宅
）
の
シ
ン
ボ
ル
　
住
所
・
氏
名
・
学
校
名
・
｛

一

マ
ー
ク
と
「
ま
ち
」
の
絵
田
・
　
　
を
明
記
▼
入
賞
・
：
入
選
に
詣

で
Ｉ
　

ｏ
シ
゛
ボ
ル
マ
ー
ク
¨
¨
▼
テ
　
　
　
’
応
募
資
格
’
：
市
内
弥

一

Ｉ
マ
…
宇
治
ら
し
い
住
宅
と
環
　
在
勤
・
在
学
の
人
。
絵
画
・
ｙ

Ｍ一
一
り
や
す
く
▼
規
格
・
・
・
8
4
の
両
用
　
宅
課
（
〒

6
1

1
宇
治
琵
琶

3 3
）

人

一

紙
か
ケ
ン
ト
紙
に
横
書
き
、
左
　
年
１
月

3 1
日
困
（
必
着
）
ま

ｔ
半
分
に
図
案
、
右
側
に
説
明
と
　
　
・
入
選
発
表
・
・
・
３
月
ご
冷

こｔ

年
）
・
電
話
番
号
を
明
記
▼
入
賞
　
な
ど
で
Ｉ
そ
の
他
・
：
著
伍

『

：
特
選
Ｉ
点
５
万
円
、
佳
作
数
　
版
権
は
市
に
帰
属
。
作
品
ヽ

一
一
点
５
千
円
命
学
生
以
下
は
図
　
却
し
ま
せ
ん
一
間
い
合
わ
。

(
l
i
書
券
で
）
ｏ
絵
画
・
作
文
＝
ｖ
テ
　
住
宅
課
（
内
線
３
７
５
）
へ
・

l
l

了
：
ぽ
ぐ
の
ま
ち
、
わ
た
し
　
　
な
お
、
昨
年
募
集
の
「
い

一

の
ま
ち
▼
規
格
・
：
４
ツ
切
画
用
　
の
絵
画
・
作
文
の
入
選
作
［

一
一
紙
（
小
学
校
低
学
年
以
下
は
８
　
を
無
料
で
配
布
中
。
ご
魚

Ｉ

ツ
切
も
可
）
・
作
文
は

4
0

0
字
詰
原
　
人
は
住
宅
課
へ
。
（
住
ネ

Ｉ
～
’
『
’
―
’
・
’
―
｀
・
‘
―
ヽ
・
１
ヽ
『
―
’
・
・
１
・
・
１
』
‘
―
”
！
’
・
‘
―
・
、
―
”
‘
―
’
・
―
｀
・
・
！
・
・
―
・
’
！
・
’
―

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り
、
こ
れ
ま
で
の
小
学
疼

ｔ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
の
子
分
を
扶
養
玄

一
　
　
大
　

一
｀
　
　

親
だ
け
で
な
く
、
十
八
樗

ヽ

度
　

拡
　
剔
　
っ
た
日
以
後
最
初
の
三
月
一

ｔ
　

り
　
か
Ｉ
‘
　
　

母
　
　
　
一
日
ま
で
の
子
芦
具
合

ｔ
　
端
　
　
　
　
　
　
る
　
　

る
母
親
も
ヽ
対
象
と
な
り
Ｊ

一
匹
枠
封

（
霖
制
禦
晋
平
）
。

一
一
　
　
　
　
　

缶
乖
　

扶
　
　
　
こ
れ
は
、
母
子
家
庭
の
ｔ

ヽ

ｍ

対
ａ
　

レ
の
大
黒
賃
あ
急
嬰

’

討
の
ど
　
　
不
時
の
医
療
費
負
担
を
な

一
庭

ん

子
　
に
テ
と
も
に
早
期
受
診
ふ

ｉ
　

家
　
　
　
　
。
Ｊ
　
　

治
療
・
早
期
治
癒
の
奨
回

｀
一
　

子
　
　
芦
、
　
　

ま
　
　
保
し
ヽ
健
康
で
健
や
か
怠

一
母
母

8 1

の
維
持
と
に
子
家
庭
の
{
ｆ
ｆ
ｌ
t

’
　
　
　
お
り
　
１
　
役
立
て
る
た
め
で
す
。

一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
の
制
度
改
正
で
慰

一
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
る
お
母
さ
ん
は
ヽ
健
研

一
　

平
成
二
年
一
月
か
ら
、
母
子
　
証
と
印
鑑
を
痔
っ
て
、
士

ヽ
家
庭
へ
の
福
祉
Ｅ
療
費
支
給
制
　
中
に
高
齢
者
福
祉
課
匿

一
度
が
Ｒ
ｗ
、
母
睨
９
対
象
伜
　
（
内
線
３
２
６
）
へ
申
請
欠

HOPE^

　　住宅
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